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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
捉
え
て

い
る
。
更
に
、
市
が
出
資
す
る

第
三
セ
ク
タ
ー
や
関
係
機
関
・

団
体
に
つ
い
て
も
、
官
民
の
役

割
や
あ
り
方
を
見
直
し
、
そ
の

整
理
、
改
革
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
取
り

組
み
状
況
は
、
平
成
18
年
か
ら

22
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
「
第

一
次
経
営
改
革
大
綱
」
で
は
、

延
べ
518
項
目
中
488
項
目
の
経
営

改
革
に
取
り
組
み
、
５
年
間
で

約
45
億
円
の
財
政
効
果
を
生
み

出
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
「
第
二

次
経
営
改
革
大
綱
」
に
取
り
組

み
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
わ

た
り
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
可

能
性
に
つ
い
て
の
調
査
・
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

例
え
ば
、
中
部
広
域
大
型
ご

み
処
理
焼
却
施
設
の
供
用
開
始

答 

本
市
の
歳
入
の
４
割
を

占
め
て
い
る
地
方
交
付
税
は
平

成
20
年
度
か
ら
微
増
傾
向
に
あ

り
、
特
に
昨
年
度
は
、
東
日
本

大
震
災
に
伴
う
復
旧
経
費
や
後

方
支
援
活
動
経
費
が
特
別
交
付

税
で
措
置
さ
れ
、
対
前
年
度
比

で
３
億
４
，６
０
０
万
円
（
４
・

１
％
）の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
国
の
財
政
状
況
を
考

え
る
と
今
後
も
交
付
税
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
は
厳
し
い
と
捉

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
債
に
つ
い
て

は
、
償
還
金
の
70
％
が
交
付
税

で
措
置
さ
れ
る
有
利
な
起
債
を

中
心
に
借
り
入
れ
て
お
り
、
将

来
の
償
還
負
担
を
考
慮
し
な
が

ら
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
て

い
る
。

　

そ
し
て
ま
た
、
市
民
協
働
や

関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
、
事

務
事
業
の
民
間
移
管
・
委
託
な

ど
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い
か

問 

本
市
を
取
り
巻
く
財
政

状
況
を
見
る
と
、
国
か
ら
の
補

助
金
（
交
付
税
等
）
が
減
額
傾

向
に
あ
る
中
で
、
経
済
環
境
の

低
迷
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
市

税
収
入
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
一
方
で
支
出
は
、
扶
助
費

や
医
療
費
の
増
加
、
及
び
大
型

建
設
事
業
の
実
施
に
よ
り
発
生

す
る
市
債（
借
金
）の
返
済（
公

債
費
）な
ど
逼ひ
っ
ぱ
く迫
状
況
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
改
善
策
と
し
て
、
事

務
事
業
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

（
民
間
事
業
者
へ
外
部
委
託
）

を
進
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

に
あ
わ
せ
た
清
養
園
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
や
宮
守
町
の
３
つ
の

保
育
所
・
幼
稚
園
に
つ
い
て
も
、

そ
の
運
営
主
体
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
る
社
会
情
勢
等
の
変
化
を
勘

案
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
初
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
部
見
直
し

し
て
実
施
す
る
。

市
の
事
務
事
業
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

（
外
部
委
託
）に
つ
い
て

市政を問う 一般質問（文責は質問者）

清養園クリーンセンター内の分別作業風景

佐々木大三郎 議員
（清風会）


